
























































いて f我先死~ WIÎ1!髄斜~ W是可忍、~ W得其所哉』を上演し好評を博した。 1919
年から 1920年にかけて、『醒谷進歩~ [War and Peac匂J [希望~ [難民之景


























































































































































(5) q共深輿天捧笠苑JJ設子純 (r天津自iji範大学報A1998年第6J弱 pp.66-67) 
(β) [渋深研究専築A (孫脅紋編、 tfJffL文装出版社 1986:E!:)。
(7)葉延復紫、 f人民i戯露IJA19811:j:8期。
(8) w呉;を;日記1910-1915A (呉窓著、呉学1百整理、三聯害賠 1998年、口、下 [8
3b と l瑞)参照。呉;立:~ (1894-1978) 1境問省出身。 1910年棟四三原宏道高等学堂
予科卒業。 ]916i~::に構築学校を卒業し 1917年アメリカ留学っヴァージニア大学に
入るが、 1918年にハーバード大学比較文学科に転学。 1920年に学士、 1921年に{r多
士号を取得。 192]年に婦問し南京東南大学問洋文学科教授となる。
(9) 記Ap.818会
(10) 下洪深研究専築A (以下 と路)所収「戯~IJ的人生j 参照。1).3 0
(11) rr 日記，~ p.3乃9の
(12) rí[ヨ記~ p'::389会







(14)噌j奨学生季報』第?巻第2期 (1920年6月)収録。 f洪深文集z第 1巻(中富戯
車IJ出版社 1957年〉にも収録されている。
(15) [大公報J (1916年 2Pl141ヨ)第 200の「京兆J記事による。
(16) r専築Jo
(17) [専集3参照合
(18) [洪深文集』第一巻(中間戯壊IJ出版社 1988年)所Jj又『貧民惨劇Jp.5参照。
(早稲田大学演劇博物館)
(45) 
